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水環境の予測結果 

4 

富栄養化(COD) 塩 分 

※調査結果及び予測結果の詳細については、巻末に記載した閲覧場所にて、本編をご覧ください。 5 

予測の考え方 

環境調査の手順 

環境調査の手順・予測の考え方 

浅場の減少 河岸形状の変化 水位の変化 流量の減少 

流速の変化 水底の泥土の変化 
陸地面積の減少 

塩分・水温・ 富栄養化・溶存酸

素・土砂による水の濁りの変化 

水際、浅場の動植物の 

生息生育状況の変化 

陸域の動植物の生息生育状況の変化 

水際の動植物の生息生育状況の変化 

水域の動植物の生息生育状況の変化

河床掘削 

河道拡幅 

魚類の移動性の変化 

魚類の移動性の変化 

大橋川の改修法線と生物の確認位置

を重ね合わせる 

底質 

水利用 

水質 
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出水時 
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① 水環境の項目のうち、塩分については、大橋川改修によ

り、宍道湖 No.3（湖心）上層で 1.3psu、中海湖心上層

で 0.5psu 上昇すると予測されます。 

② その他の水質項目、底質及び水利用については変化は小

さいと考えられます。 

①大橋川の流速(１潮汐最大流速)は、流量交換が少なく 
なる渇水時においても、粒の小さい土砂が移動する限
界流速（緑線）を下回ることはほとんどなく、粒の小
さい土砂が堆積し続けることはないと考えられます。

②大橋川改修後の流速が現況よりも小さくなる区間
（  ）においては、現況よりも粒の小さい土砂が堆
積しやすくなると予測されます。 

① 中海周辺の境港市～米子市（弓浜

半島）を除いた地域では沿岸域お

よび地下水からの取水は確認さ

れないことから、大橋川改修によ

る影響は想定されません。 

② 弓浜半島の地下水位は沿岸部に

おいては沿岸水位と関連性がみ

られますが、内陸では降雨などに

よる応答性が卓越しています。 

③ 平常時の大橋川改修による中海

水位変化は 1cm 未満と予測され

ます。 

  

移動限界の流速（緑線）以上で、

流れが強い時は粒の小さい土砂は

移動します。 

移動限界の流速（緑線）未満で、

流れが弱い時は粒の小さい土砂（シ

ルト：d=0.0074cm以下）も底に

沈みます。 

富栄養化(T-N) 

富栄養化(T-P) 

1.3psu 上昇 

0.5psu 
上昇 

※年間の各層の月平均値から、平成 6～15 年の 10 ヶ

年分の平均値及び最大値・最小値を表示した。 

最大値 

最小値 

全層平均
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溶存酸素 

10 ヶ年の平均塩分は現況における約

2km 下流の塩分と同程度まで上昇する 

事業特性の把握事業特性の把握 地域特性の把握地域特性の把握

現地調査の実施現地調査の実施

予測予測

大橋川改修後大橋川改修後の「直接改変」及び「直接改変
以外」の影響について、以下のものを予測

●水環境：事例の引用またはシミュレーシ
ョン等

●動物、植物、生態系：生息・生育環境と
改変区域の重ね合わせ等

●環境保全措置の検討と検証
●検討結果の整理
●事後調査の必要性

環境保全措置環境保全措置

評価評価

調査項目、調査、予測及び評価の手法の検討調査項目、調査、予測及び評価の手法の検討

事業者による実行可能な範囲内で環境影響の回避又
は低減がされているか？

水利用の変化 

各生物の主な生息・生育環境が改変に

よってどの程度消失するか？ 

①生息・生育域
の多くが改変
される。 

②主な生息・生
育環境が改変
区域外に広く
残される。 

③ 主 要 な 生
息・生育環境は
予測対象地域
外に広く分布
する。 

直
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と
は
・
・ 

直
接
改
変
の
予
測
の
考
え
か
た 

シミュレーションによる水環境（水

質、底質、水位）の予測 

現況と比較して、改修後の水環境の変

化の程度は 小さい or 大きい 。 

生物の生息・生育場としての変化
の程度は 小さい or 大きい  

直
接
改
変
以
外
の
影
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と
は
・
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直
接
改
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以
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予
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直接改変 直接改変以外 

渇水年（H6年7-9月） 

バックグラウンド※について

本事業では、以下の事業をバックグラウンドとして扱っています。
●尾原ダムおよび斐伊川放水路の供用
●佐陀川計画流下能力断面確保
●中浦水門及び西部承水路堤防の撤去
●森山堤防の開削（６０ｍ）

大橋川改修に
よる変化

現況 将来
ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

あり

将来
ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞあり

＋
大橋川改修

予測段階

バックグラウン
ドによる変化

※上記の「斐伊川流域において計画されている関係事業が完成された状態」を意味します。
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凡例 

● 現況 

● バックグラウンド後 

● 大橋川改修後 


